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德 島  武 

 

 

 
抄 録 

 

 2014 年の国際収支統計の変更は、マクロ経済政策を論じる基本モデルであるマンデル＝フ

レミング・モデルとの整合性という点では、後退と言わざるを得ない。旧版は完全に対応し

ていたが、新版は部分的にしか対応していない。  
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1. はじめに 
2014 年から日本の国際収支統計が変更された。諸々の事情があろうが、マクロ経済政策を

論じる基本モデルである、マンデル＝フレミング・モデルとの整合性という点では、後退し

たと言わざるを得ない。本論文では、旧版と新版の、そのモデルとの対応関係について、確

認する。2.で、国際収支統計と外貨需給の関係を示し、3.で国際収支統計とマンデル＝フレ

ミング・モデルとの対応関係について示す。4.でまとめる。 

 

 

2. 国際収支統計と外貨需給の関係 
1996～2013 年の旧版と 2014 年からの新版とで、国際収支原表の貸方（左側）が外貨の供

給要因で、借方（右側）が需要要因であることと、経常勘定は共通であるが、資本勘定は異

なっている 1)。しかし、外貨準備の増加・減少以外の資本勘定でまとめると、需給関係を考

慮する場合は共通として分析できる。よって、 

外貨供給＝貸方の経常勘定＋貸方の外貨準備の減少以外の資本勘定＋外貨準備の減少 

外貨需要＝借方の経常勘定＋借方の外貨準備の増加以外の資本勘定＋外貨準備の増加 

となる。但し分析に必要ないので、誤差脱漏は省略している。これらより、 

 非中央銀行部門の外貨供給―非中央銀行部門の外貨需要＝貸方の経常勘定―借方の経常勘

定＋貸方の外貨準備の減少以外の資本勘定―借方の外貨準備の増加以外の資本勘定＝外貨

準備の増加―外貨準備の減少＝外貨準備純増加 

となるのは、需給均衡条件より自明である。  

  

 

3. 国際収支統計とマンデル＝フレミング・モデル 
マンデル＝フレミング・モデルの国際収支は、 

国際収支＝経常収支＋資本収支 

    ＝貿易収支＋資本収支 

    ＝輸出―輸入＋資本輸入―資本輸出 

    ＝外貨準備純増加 

であり、輸出は貸方の経常勘定、輸入は借方の経常勘定、資本輸入は貸方の外貨準備の減少

以外の資本勘定、資本輸出は借方の外貨準備の増加以外の資本勘定に該当している。よって、 

 国際収支＝非中央銀行部門の外貨供給―非中央銀行部門の外貨需要 

      ＝外貨準備純増加 

となる。国際収支黒字は非中央銀行部門の外貨の超過供給となり、変動相場制では外貨安・

邦貨高、固定相場制では外貨買・邦貨売介入、国際収支赤字は非中央銀行部門の外貨の超過

需要となり、変動相場制では外貨高・邦貨安、固定相場制では外貨売・邦貨買介入、国際収

支均衡は非中央銀行部門の外貨の需給均衡となる。旧版はマンデル＝フレミング・モデルと

対応しているが、新版は対応していない事がわかる 2)。 
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4. おわりに 
国際収支統計の旧版は、マンデル＝フレミング・モデルと完全に対応しているが、新版は

経常収支のみが対応している。マクロ経済政策を論じる場合は、財政金融政策だけでなく、

特に外国為替市場への介入が説明しづらくなっている点について、注意すべきである。 

 

 

 注 

1）国際収支統計については、旧版については国際通貨研究所編(2012)、新版については国際

通貨研究所編(2018)を参照されたい。貸方の経常勘定は、財貨の輸出、サービスの輸出、所

得の受取、経常移転受取で、貸方の資本勘定はそれ以外、借方の経常勘定は、財貨の輸入、

サービスの輸入、所得の支払、経常移転支払で、借方の資本勘定はそれ以外である。 

2）新版では、経常収支＋資本収支＋外貨準備増減(＝―外貨準備純増加)＋誤差脱漏＝0 が、

経常収支＋資本移転等収支―金融収支＋誤差脱漏＝0 となっている。 
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